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～ 今回の内容 ～

１）オープンキャンパス４年生

２）紅葉祭

３）実習指導者会議

４）授業紹介：成人領域・小児領域

５）行事予定

秋のレクリエーション大会より



記事

▸

オープンキャンパス（言語聴覚学科）

紅葉祭
９月２９日に恒例の紅葉祭が行われました。今年は台風

の影響で、屋内での開催になりましたが、多くの方にご来

場いただきました。

言語聴覚学科では、視覚聴覚二重障害の体験、遂行機

能検査などを実施し、生徒が主体的に来場者への説明と

実演を行いました。学科で学んだことを、一般の方と触れ

合いながら紹介する貴重な機会だったと思います。

男装女装コンテストでは、本学科の３年生や２年生の生

徒さんが大活躍してくれました。普段とは違った一面を垣

間見れた貴重な時間でした！

「ここまでメイクが厚いと正直恥ず

かしさは感じなかったです（笑）。仮

装した経験は今までなかったので、

いい体験になりました。衣装の作

成などは学科１年生のみんなと協

力して行いました。大変でしたが、

準備してくれた学科のみんなに感

謝しています！」（参加した１年男

子学生）

第５回オープンキャンパスが９月２２日土曜日に行われました。今回は「臨床実習で経験し

たこと ～４年生の体験から～」というテーマで、４年生が臨床実習で病院や施設で学んだ

ことが具体的にわかるように、実演や検査・訓練場面を紹介してくれました。学生が主体的

に企画から発表まで取り組んで、緊張しながらもしっかりとプレゼンテーションしてくれたと

思います。大変好評でした。お疲れ様でした！

学生の感想 「紅葉祭ではポテトフライを出店しました。色んな味が楽しめるようにし、皆で買い出

しに行く際、どんな味にするか選ぶのが楽しかったです。来場の皆さんもたくさん来ていただいた

ので大成功でした」



授業紹介（成人領域：2～4年生）

言語聴覚士が関わる成人領域の障害として、「失語症」という障害があります。

「聞く」「話す」「読む」「書く」といった言葉の働きが、脳の病気（脳梗塞・脳出血など）に

よって低下します。なぜ、言葉が出にくくなるのか、言葉は頭の中でどのように情報処理

がされているのかの基礎から、失語症の方々にどのような検査や言語訓練を行うのか

の実践までを1年生～3年生で学びます。その集大成として、当学院で使用している教

科書の著者の先生をお招きして、毎年2年生～4年生の合同授業を行っています。

2年生～4年生が1つのグループになって、

色々な課題に取り組みます。

授業紹介（小児領域：1年生）

★実践演習★

1年生には「発達障害Ⅰ」という授業があります。

これは、様々な発達障害の特性を知ることと、

実際に言語聴覚士がどのように関わっていくの

かを講義や演習で学んでいきます。

今回は、マンガ本を使用して、言葉を引き出

す練習を行いました。日常にあるものを言葉の

練習にうまく取り入れることも大切だと学生も

気づかされた授業でした。



　

▸12月以降の行事予定

▸編集後記

実習指導者会議

１２月８日 第６回オープンキャンパス

平成３１年

１月２６日 第７回オープンキャンパス

２月１６日 第２１回言語聴覚士国家試験

３月 ９日 平成３０年度 卒業式

いよいよ、あっという間に、気がつけばもう、12月 o(^-^)o
ほんとに、時間のたつのは早いですね。
忘年会や、クリスマス、大掃除？！、と何かと忙しい日が続きます。
くれぐれも、くれぐれも体調を崩さないように、自己管理をしっかりと！

秋も深まる１１月１７日に実習指導者会議が行われました。当日は県内外から１６名の実

習指導者の先生方がお見えになりました。会議に先立って、言語聴覚士協会のかたをお

招きし言語聴覚士養成教育に関するご講演をいただきました。ご参加の先生方の真剣な

まなざしは、後進を育成するという強い熱意を感じさせるものでした。 実習指導者会議で

は、今回の実習に関する多くの確認や検討が行われ充実した話し合いができました。会

議後は、次期実習に向かう３年生と実習指導の先生方の面談が行われ、一生懸命質問を

ぶつける学生たちの姿がありました。年明けからは臨床実習が始まります。しっかりと準

備をして、多くのことを学んできてほしいと思います。

がんばれ３年生！

「実習指導の先生に初めてお会いしました。実習時の服装や病院での１

日の流れを質問しました。社会に出ても相手に確認をとることが大事だ

と感じました。」

「とても緊張したけれど、いよいよ実習がはじまるのだなと思いました。」


